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安久小学校便り 平成３０年

７月１７日発行

７月４日(水）は、御多用の中、第１学期最後の参観
日に御来校いただきありがとうございました。お子様の
様子はいかがだったでしょうか。今回は、「特別の教
科道徳」の授業を見ていただきました。児童の価値観
の違い【気づき】が随所に見られたのではないでしょう

か。違う価値観だからこそ、学校生活の意味がありま

す。感じ方や考え方の違いを知ることで、互いを尊重し合う心を

培うことができます。自己理解や他者理解も深まります。「特別の

教科道徳」は、これまでの道徳と違って、「考え、議論すること」が

強調されています。自分の価値観を出し合って、行動の裏付け
となる価値観がどのように違うのかを追求し、高め合うことが求め
られています。

【参観授業風景】 学校保健委員会では、ＰＴＡ環境整備部長
の花田智靖様に御講話いただきました。「ア
ルコールが青少年に与える影響について」と
題して、映像を交えながら分かりやすく説明し

ていただきました。今回は、第６学年の児童も

一緒に参加しましたが、講話後に児童からビ

ールの泡についてと飲酒後の自転車乗りに

【懇談風景】 【１年給食試食会】 【学校保健委員会】ついて、質問が出されました。最後に児童全員

で、「お酒は２０歳になってから。」のかけ声を一斉にして終わりました。青少年の飲酒の始まりは、家族や親戚からだ
そうです。お互いに気を付けたいものです。
さて、参観日で残念な光景を二つ見ました。一つは、懇談に参加した保護者の数が大変少なかったことです。第

１学期最後の参観日でしたので、お子さんの成長の様子について伺える機会だったと思います。もう一つは、授業
参観中の廊下での私語が気になりました。教室の中や廊下で、真剣に授業参観されている保護者もたくさんいまし
たが、残念なことに廊下で話をしている方もいました。授業をしている担任教師や子どもたちに申し訳なく思いまし
た。第２学期からは、気を付けていただきたいと思います。

７月の全校朝会で、保健主事の
河野教諭より、歯の健康について
全校児童に話をしました。
歯が健康でないと集中力がな

くなり、学力やスポーツにも大きく

歯は一生の宝物 影響します。だからこそ、早いうち

【健康な歯】 に治療をしましょう。本校の昨年度
【むし歯治療】 の治療率は、何とわずか４７．４％

でした。あまりにも低いので驚きました。校区内に歯医者もあります。本校の校医さんでもあります。早いうちに治療
すると治療代も少なく、また治療期間も短くて済みます。お子さんが痛い思いをしないうちに、夏休みを利用して、是
非、治療していただきますようお願いいたします。本年度は、むし歯治療率１００％を目指します。
また、むし歯だけではありません。歯の噛み合わせや目

や鼻、耳等、治療を要する場合は、健診の結果をお伝えし
ています（文書配付済み）ので、是非、夏休みを利用して
受診し、治療していただきたいと思います。
保護者の皆様の御理解と御協力をよろしくお願いいたし

ます。

【 本 校 の 教 育 目 標 】

ふるさとを愛し、自ら学び、心豊かに、たくましく生きる児童の育成
～やる気・気づき・根気・絆をはぐくむ安久ならではの教育～

「 一歩前進 」

「き」を大きく育てていきましょう
① 【やる気】 夢をもち、進んで勉強する子ども
② 【気づき】 互いに助け合い、尊重し合う子ども
③ 【根 気】 自ら体を鍛える子ども
④ 【 絆 】 安久を愛する子ども

７月参観日・学校保健委員会
ありがとうございました。
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７月２日（月）に、梅北小
学校で、標記の会を開催し
ました。年に２回、梅北小と
中郷中、安久小の学校運

営協議会委員が一堂に会して、中郷地区の学校の在
り方、教育の在り方について協議したり、統一した取
組を実行したりすることによって、よりよい学校づくり、
よりよい児童生徒の育成を図るために開催しています
【絆】。今回は、宮崎県教育研修センターより講師を二
人（社会教育主事 鈴木重徳様、才名園栄津子様）
招聘し、「地域とともにある学校づくり」と題して、講義・

演習をしていただきました。学校が地域にしていただきたいこと、地域が学校にしていただきたいことの双方向の作
用の洗い出しと理解ができ、大変有意義な講義・演習でした。下にその時に出た主な意見を掲載します。

－学校から地域への要望－
－地域から学校への要望－

○ 樹木伐採や雨漏りの修理 ○ 学校施設の開放
○ 昼休みの児童生徒の見守り ○ 地域行事への参加・協力
○ 昼休みの図書の貸出し（中学校） ○ 地域講座への講師招聘
○ 調理実習やミシンの指導補助 ○ 学校や児童生徒の様子の情報公開 等
○ 花の苗作り
○ 環境整備（樹木伐採）の指導 ※ 互いの要望が理解でき、実行できることから始め
○ 夏休みや冬休みの公民館学習 ていきましょうということになりました。参加者から、
○ 体験学習の受け入れ（中学校） 「これだったらできる。」という頼もしい声も聞かれ

ました。実りある研修でした。

ＰＴＡ拡大運営委員会の時に、検
討課題として挙げました秋季大運動会
の日程について、中体連との重なりを

避けようとしましたが、今度は幼稚園や保育園と重なってしまい、変更できなくなりました。申し訳ございません。この
ことを踏まえ、次年度は、早くから中郷中学校並びに梅北小学校、関係幼稚園や保育園と日程調整に当たらせま
す。今年度は、予定どおり９月３０日（日）開催となります。御了承ください。

もうすぐ夏休みに入ります。子どもたちも楽し

みにしているようです。第１学期は、授業日を７２
日(１年生は７０日)計画していましたが、台風７号
接近のため、１日臨時休業になりました。
充実した夏休みになるように、学校でもしっか

り計画を立てさせますが、御家庭でも御指導よろしくお願いいたします。夏休みは、始めの１０
日間が勝負です。必須の課題は、この１０日間で終わらせることをお勧めします。
さて、第１学期終業日には、学習や生活の様子についてお知らせする通知表「あゆみ」を一

人一人の児童に手渡します。本年度は、この通知表「あゆみ」を改訂しました。その改定点につ
いて、下にまとめました。
１ 第３学年以上は、教科について学期ごとに３段階で評定を導入しました。
２ 特別な教科「道徳」については、総合所見に記述するようにしました。
３ 外国語活動や総合的な学習の時間についても、総合所見に記述するようにしました。

子どもたちが頑張った様子を記述してありますので、よく読んで良かった点を誉めてください。また、観点別評価も
重視していただき、不十分な内容については夏休みを使って復習させてください。総合所見は、限られています。
不十分な点は、個人面談で担任に是非お聞きください。
今年度の夏休みは、３７日間です。日頃できない経験や体験をさせたり、継続して取り組む学習に挑戦させたりす

るよい機会です。保護者の皆様にとっては、御心配もあるかと思います。交通事故や不審者対策など、終業式でも
十分指導しますが、遊び先や誰と遊んでいるか、帰宅予定時刻など、子どもたちの生活の様子をきちんと把握して、
楽しい夏休みになるように御協力と御支援をよろしくお願いいたします。

第１回拡大学校運営協議会開催


